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増山さい
  （野中町）

別井ヨシ
  （藤田町）

加藤タミ
  （神田町）

立岡セイ
  （大町）

岡部マス
  （大平町）

小松澤イシ
  （平柳町）

久保田キク
  （鍋山町）

岸雅子
  （今泉町）

舟田マサ
  （沼和田町）

小泉カツ
  （田村町）

松島イツ
 （大平町）

小暮キミノ
  （大平町）

橋崎なを
  （大平町）

髙木和ハナ
  （藤岡町）

川口トク
  （岩舟町）

阿部トリ
  （藤岡町）

櫻井マツ
  （藤岡町）

田村絢子
  （都賀町）

鮎田タケ
  （西方町）

大阿久常次
  （岩舟町）

齋藤ミカ
  （岩舟町）

髙岩キヨ
  （岩舟町）

荻原テル
  （岩舟町）

森戸リサ
 （箱森町）

 加藤キク
  （川原田町）

福田セキ
  （大宮町）

芹澤チカ
  （川原田町）

阿部タカ
  （平柳町）

岸徳茂
  （野中町）

柏崎ハツ
  （新井町）

小林利子
  （富士見町）

羽生マサヲ
  （倭町）

飯塚美代子
  （梅沢町）

野中シゲヲ
  （田村町）

藤本サク
 （大光寺町）

松本シン
  （片柳町）

南場アサ
  （祝町）

小林ヒサ
  （小野口町）

阿部千代子
  （沼和田町）

渡
邊
一
枝

  　
　
　
（
沼
和
田
町
）

水
間
千
鶴
子

  　
　
　
（
大
平
町
）

栃木市
マスコットキャラクター

とち介

栃木市マスコットキャラクター
とち介

住宅用火災警報器は
エアコンの噴出し口からは
最低でも
1.5ｍ以上は
離してね

＊

とちぎ

5

　

敬
老
の
日
を
記
念
し
、
市
内
最
高
齢
者
並
び
に
、
今
年
度

1
0
0
歳
を
迎
え
る
高
齢
者
に
、
祝
詞
と
敬
老
祝
金
を
贈
り
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。

◆
問
合
先
　
　
高
齢
福
祉
課
☎
（21）
2
2
4
1

本

いつまでもお元気で学
校
給
食
用
物
資
納
入

　
　
　
　
　
指
定
希
望
申
請

　

市
内
の
学
校
給
食
調
理
場
で

使
用
す
る
物
資
の
納
入
は
、
公

正
・
公
平
性
を
期
す
る
た
め
、

青
果
物
、
鮮
魚
、
食
肉
、
豆
腐
・

こ
ん
に
ゃ
く
お
よ
び
麺
類
の
納

入
業
者
に
つ
い
て
、
す
べ
て
指

定
希
望
申
請
書
を
提
出
し
た
業

者
の
中
か
ら
選
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

場
合
は
次
の
期
間
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
業
者
選
定
は
、

申
請
書
の
内
容
や
各
調
理
場
の

評
価
表
、
調
査
等
か
ら
、
物
資

の
安
全
性
、
品
質
、
安
定
供
給
、

価
格
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し

て
決
定
し
ま
す
。

◆
対
象
　
次
の
条
件
を
全
て
満

た
す
方

・
原
則
、
市
内
に
主
た
る
事
業
所

を
有
し
、
物
資
を
納
入
で
き
る
方

・
市
物
品
購
入
等
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
及
び
小
規
模
等
契

約
希
望
者
登
録
（
市
内
本
店
業

者
の
み
）
の
手
続
き
を
済
ま
せ

た
方

指
定
期
間　

平
成
27
年
度
1
年
間

申
請
期
間　

平
成
27
年
1
月
7

日
（
水
）
〜
1
月
21
日
（
水
）

受
付　

9
時
〜
17
時
（
土
日
・

祝
日
除
く
）

※

指
定
希
望
申
請
書
は　

 

学

校
教
育
課
及
び
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
。
現
在
各
調
理
場

へ
納
入
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

別
途
申
請
書
を
配
布
。

◆
問
合
先　

　

 

学
校
教
育
課
☎
（21）
2
4
8
0

学
童
保
育
冬
休
み
利
用

　
　
　
　
　
　
　
申
込
受
付

栃
木
市
民
間
保
育
園
連
絡

協
議
会
主
催
お
や
こ
保
育
園

　

保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
家

庭
で
の
保
護
指
導
を
受
け
ら
れ

な
い
児
童
を
対
象
に
、
平
成
26

年
度
の
冬
休
み
期
間
中
の
み
の

学
童
保
育
利
用
申
し
込
み
の
受

付
を
し
ま
す
。
現
在
学
童
保
育

を
利
用
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
申
し
込
み
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
、　

こ
ど
も
課
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は　

 

こ
ど
も
課
、
各
総
合
支
所
健
康

福
祉
課
及
び
各
学
童
保
育
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

◆
対
象　

栃
中
央
小
、栃
三
小
、

栃
四
小
、
栃
五
小
、
南
小
、
大

宮
北
小
、
吹
上
小
、
皆
川
城
東

小
、
千
塚
小
、
大
平
・
藤
岡
・

都
賀
・
岩
舟
地
域
内
各
小
学
校

通
学
区
域
内
学
童
保
育

◆
定
員　

定
員
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
込
み
を
し
て

も
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
先　

12
月
1
日
〜
12
月
12
日
に　

 

こ

ど
も
課
、
各
総
合
支
所
健
康
福

祉
課
ま
で
申
込
み
。

　

 

こ 

ど 

も 

課
☎
（21）
2
2
2
3

本

本

本

本

本

本

本

　

栃
木
県
で
は
、   

子
ど
も
を

育
む
た
め
の
大
人
の
基
本
理
念

や
行
動
指
針
 
と
し
て
、
平
成

22
年
2
月
に「
と
ち
ぎ
の
子
ど
も

育
成
憲
章
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
憲
章
は
、
県
民
が
力
を

合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
を
健
全

に
育
て
て
い
く
た
め
に
、
大
人

が
具
体
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を

わ
か
り
や
す
く
示
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
を
健
全
に
育
む
た

め
に
は
、
県
民
が
一
体
と
な
り

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
家
庭
、
学
校
、

職
場
、
地
域
で
、
大
人
は
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
何
が
で
き
る
の

か
を
考
え
、
憲
章
の
理
念
・
指

と
ち
ぎ
の
子
ど
も
育
成
憲
章

針
に
沿
っ
た
行
動
を
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
夢
や
希
望
を

持
ち
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
成

長
す
る
た
め
に
、
大
人
が
積
極

的
に
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
先

栃
木
県
人
権
・
青
少
年
男
女
参
画
課

　
　
　

☎
0
2
8

（623）
3
0
7
5

五十畑喜美
  （藤岡町）
五十畑喜美
  （藤岡町）

市内最高齢者
 （今年度106歳）

　

未
就
園
児
の
親
子
を
対
象

に
、
子
育
て
支
援
を「
保
育
園
」

形
式
で
実
施
し
ま
す
。
保
育
士
が

子
供
た
ち
と
遊
ん
だ
り
、
保
護
者

の
悩
み
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
9
日
（
火
）、

1
月
13
日（
火
）・
27
日（
火
）、

2
月
10
日（
火
）、
17
日（
火
）、

3
月
17
日
（
火
）

開
園
：
10
時
30
分　

降
園
：
12

時◆
場
所 

市
役
所
本
庁
舎
1
階

市
民
ス
ペ
ー
ス

◆
対
象 
未
就
園
児
の
親
子

◆
参
加
費　

無
料

◆
問
合
先

事
務
局
：
さ
く
ら
保
育
園

園
長　

堀
昌
浩　

☎
（24）
3
9
0
0

　

 

保　

育　

課
☎
（21）
2
2
3
1

”

“


